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CSVパーパスとGMM（Group Materiality Matrix）

キリングループは、CSVパーパスとして「酒類メーカーとしての責任」「健康」「コミュニティ」「環境」を掲げ、「食から医にわた

る領域で価値を創造し、世界のCSV先進企業となる」ことを目指す

GMM（グループ・マテリアリティ・マトリックス）を策定・更新し、10年後を見据えた経営諸課題を定義

GMM（Group Materiality Matrix)CSVパーパス



3© Kirin Holdings Company, Limited

キリンは、環境対策にいち早く着手するとともに、開示も先行。早い開示が、マルチステークホルダーとの意見交換や外部組

織との連携に通じ、自らがルールメイキングの一員として関与したり、スピーディに経営に反映することにもつながっている

世界の動きを先取りし、環境対策と情報開示を実行

■国連環境開発会議
（地球サミット）
（1992）

■気候変動枠組み条約第3
回締約国会議（京都会
議）（1997）

■生物多様性条約第10回
締約国会議（2010）

■SDGs採択（2015）

■TCFD最終報告書（2017）

■パリ協定採択（2015） ■IPCC1.5°特別報告書（2018）

■TNFD設立採択
（2021）
■TCFD新ガイダンス
（2021）
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キリングループ価値創造モデル

INPUT BUSINESS OUTPUT OUTCOME

価値創造を支えるガバナンス

イノベーションを生み出す基盤 社会課題を成長機会として
シナジーを生かして取り組む事業

平準化EPS成長率

健康

人と人とが
つながる機会をつくる
商品・サービス

クオリティ・オブ・ライフ
の向上に寄与する
商品・サービス

画期的な新薬の
継続的な創出

ROIC

基盤を生かし、事業を通じて社会課題の解決につながる
イノベーションを生み出す

社会に還元する価値

環境

従業員

経済的価値

キャッシュ・フロー
の最大化

社会的価値

CSVパーパスの
実現

多様な人財と
挑戦する風土

お客様主語の
マーケティング力

確かな
価値を生む
技術力

価値創造を
加速するICT

非財務KPI

財務KPI

食領域
（酒類・飲料事業）

医領域

ヘルス
サイエンス
領域

酒
類
メ
ー
カ
ー

と
し
て
の
責
任

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

健
康

環
境

技術力・マーケティング力・多様な人材・ICTを重要なインプットとして、ユニークなビジネス領域で、社会課題の解決につながる

イノベーションを生み出し、社会に価値を還元する

企業価値につながり、かつステークホルダーによる価値創造の進捗モニタリングに資する（サステナビリティ情報含む）非財務情報

の開示を目指している




